
 

 

 

海洋技術フォーラム シンポジウム 

 

～海洋資源開発分野への民間企業の参入を促進するために～ 
 

日時：平成 27 年 12 月 10 日(木) 13:00-17:10 会 場：東京大学 安田講堂（文京区本郷 7-3-1） 

主 催：海洋技術フォーラム   共 催：調整中   後 援：国） 海上技術安全研究所（依頼中） 

 

海洋基本法施行から８年、グローバルに成長する海洋石油・ガス、海底鉱物資源、海洋再生可能エネルギー、

海洋科学技術研究開発などへの我が国民間企業の海洋開発分野への参入が進みつつあります。今回のシンポジ

ウムでは、海洋資源開発分野への我が国民間企業のさらなる参入のために、どのような取組がなされているか、

また、どのような対策が必要かについて、産、官、学及び政治の各分野からの専門家を招き、多面的に討議を

行います。 

 

          プログラム（案）                          （敬称略） 

 総合司会 東京大学教授 多部田 茂 

13:00-13:05 
開会挨拶    

東京大学 理事・副学長 海洋技術フォーラム 幹事 大和 裕幸 

13:05-13:15 
来賓挨拶         

海洋政策担当大臣 島尻 安伊子 

13:15-13:55 
講演①「海洋開発と EEZ 法整備（仮）」  

参議院議員・元海洋政策担当大臣 山本 一太 

13:55-14:35 
講演②「民間企業が海洋資源開発分野に参入するために」   

キヤノングローバル戦略研究所 理事・海洋技術フォーラム代表 湯原 哲夫 

14:35-15:15 
講演③「海洋石油・ガス開発への取組（仮）」 

東洋エンジニアリング㈱ 常務執行役員 資源エネルギー事業本部長 佐藤 弘志 

15:15-15:30 休憩 

15:30-17:00 

パネルディスカッション  「海洋資源開発分野への民間企業の参入を促進するために」 

モデレーター：海洋技術フォーラム 幹事・国）海上技術安全研究所 特別顧問  

井上 四郎 

 
 

パネリスト(一部調整中)  

自由民主党 総合海洋戦略小委員会 委員長 武見 敬三 

総合海洋政策本部事務局 事務局長 加藤 由起夫  

石油資源開発株式会社 代表取締役副社長執行役員 石井 正一 

日本財団 常務理事  海野 光行 

JAPIC 海洋資源事業化研究会 主査 髙島 正之 

日本海洋掘削株式会社 代表取締役社長 市川 祐一郎 

他  

17:00-17:10 

閉会の辞   

九州工業大学ロボットセンター長・海洋技術フォーラム 幹事 

国）海上技術安全研究所 フェロー 浦 環  

 

■参加費無料 

 

■安田講堂交通案内 

 

●地下鉄 

丸の内線 本郷三丁目駅 

徒歩 10分 

 

千代田線 根津駅  

徒歩 8分 

 

南北線 東大前駅  

徒歩 8分 

 

●学バス 

JR 御茶ノ水駅より 

学 07東大構内行－ 

東大構内バス停下車 

 

 JR 上野駅より 

学 01東大構内行－ 

東大構内バス停下車 

 

■お申し込み 

Web 申込フォームより 

ご登録下さい。 

http://blog.canpan.info/mt-f

orum/archive/394 

 

 

■定員 

先着 800名 

※当日受付可能です 

 

 

■お問合せ（メールのみ） 

海洋技術フォーラム 

事務局  

ocntechf@gmail.com 
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